
平
成

２８
年
度
当
初
予
算

の
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

病
院
事
業
会
計
の
合
計
額
は

１
３
１
億
４
９
８
７
万
円
で

前
年
度
対
比
３
億
９
０
１
１

万
円
の
増
額
予
算
（
２
．
８
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳

は
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
は

95
億
７
千
万

円
で
前
年
度
比
２
億
３
千
万

円
増
（
２
．
５
％
増
）
で
、
ふ

る
さ
と
応
援
奨
励
事
業
や
定

住
促
進
対
策
事
業
等
が
大
幅

に
伸
び
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
対
策
事
業
（
加
速

化
交
付
金
事
業
）
７
０
６
４
万

円
が
平
成

27
年
度
か
ら
繰
越

さ
れ
事
業
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。

自
主
財
源
は

19
億
５
１
２

１
万
円
、
収
入
総
額
の

20
．

４
％
で

２３
．
８
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
寄
付
金
や
基
金
運

用
等
に
よ
る
財
産
収
入
の
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
な
か
で
は
地

方
交
付
税
と
い
う
国
か
ら
頂

く
お
金
が

50
億
６
千
万
円
で

総
額
の

52
．
９
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
借
金
の
返
済
額
は

13
億
７
６
１
７
万
円
で
借
入

金
予
定
額
の
１
・
５
倍
の
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

28
年
度
末
の
基
金

（
積
立
金
）
総
残
高
は
１
１
１

億
５
２
３
０
万
円
で

２６
年
度

末
よ
り
３
７
４
３
万
円
の
増

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

28
年
度
末
の
地
方
債
（
借
金
）

残
高
の
総
額
は
１
２
７
億
３

７
６
０
万
円
と
な
り
３
億
７

５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
る

予
定
で
す
。

な
お
、
平
成

26
年
度
末
の

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残

高
は
１
３
１
万
５
千
円
と
な

り
ま
す
が
、
交
付
税
措
置
な
ど

借
金
の
性
質
を
考
慮
す
る
と

積
立
金
総
額
の
ほ
う
が
借
金

総
額
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。

発行 神石高原町議会議員

木野山孝志 後援会
平成２８年０４月１０日 ＮＯ.３９

発行責任者：橋迫芳隆

神石高原町父木野２９５３－１

ホームページ http://www7a.biglobe.ne.jp/~t-kinoyama/

平成２８年度

当初予算

義務的経費, 

33億7,500, 
35%

投資的経費, 
11億2,941, 

12%

その他, 

50億6,559, 
53%

人件費 , 
14億9,577,

16%

扶助費,
5億5,743

, 6%

公債費（借金返

済額） , 
13億2,180, 

14%

普通建設事業

費, 11億2,601, 
12%

災害復旧費, 
340, 0%

物件費等, 
18億4,841,

19%

補助費等,

16億0,341, 
17%

積立金等, 

5億2,490,
5%

繰出し金, 
10億4,887,

11%

予備費, 4,000, 
0%

平成２８年度当初予算 歳出

９５億７０００万円

自主財源, 
19億5,121, 

20%

依存財源, 

76億1,879,
80%

町税, 
9億3,683, 

10%

使用料及び手

数料, 1億5,463, 
2%

繰 入 金, 

4億2,833, 4%

繰 越 金, 1, 0%

その他分担金

等の収入, 
4億3,141, 5%

地方譲与税, 

2億2,692, 2%

各種交付金, 
2億5,380, 3%

地方交付税, 

50億6,000, 
53%

国庫支出金, 

5億0,593, 5%

県支出金, 

6億7,414, 7%

町債（借入金）, 

8億9,800, 
9%

平成２８年度当初予算 歳入

12億7,380万円

3億8,350万円

19億1,550万円

3億8,720万円

3,940万円

2億4,670万円

10万円

590万円

42億4,790万円

3億3,197万円

45億7,987万円

平成２８年度特別会計・病院事業会計当初予算

単位：万円

会　計　名 予算額

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

病 院 事 業 会 計

合　　　計

簡易水道事業特別会計

飲料水供給施設事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

分収育林事業特別会計

総合開発事業特別会計

特別会計合計



平
成

２７
年
度
３
月
補
正
の
主
な
も
の
は
、
平

成

28
年
度
実
施
予
定
の
国
の
経
済
対
策
交
付
金

事
業
「
加
速
化
交
付
金
事
業
」
と
し
て
の
地
域

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
（
４
地
区
）
、
包
括
的

移
住
支
援
事
業
（
第
２
団
地
計
画
な
ど
）
７
０

６
４
万
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立
に
４
億
６
３

８
万
円
な
ど
が
主
な
も
の
で
、
他
は
ほ
と
ん
ど

が
清
算
に
よ
る
減
額
補
正
で
す
。

Ｈ２８年 H２８年

3月補正額 補正後予算額 適　　　用

2億9890 106億1530

3,662 13億3,595

-▲5,005 3億6,231 広域連合負担金▲5005

230 19億3,166
介護予防事業費▲400、介護準備
基金積立676

410 2億5,837 油木地区清算工事費増571

4,341

10 2億6,338

5

215 3,182 土地購入費

-▲478 42億2,695

-▲1753 2億8371 職員宿舎修繕費▲2000

2億7659 151億2596

3,578 45億6,875

病 院 事 業 会 計

合　　　計

会　計　名

特別会計計

単位：万円（四捨五入）

平成２７年度予算会計別総括表

特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

新
規
・
拡
充
事
業
の
主
な
も
の

○
定
住
促
進
対
策

１
億
１
８
６
万
円

 
 

（
誕
生
祝
１
歳
児

２０
万
、
入
学
祝

小
・
中
各

１０
万
、
子
育
て
移
住
・

空
家
支
援
１
５
０
万
、
新
婚
定
住

祝

１０
万
、
保
育
料
・
幼
稚
園
２

子
以
降
無
料
、
学
校
給
食
無
料
）

○
耐
震
改
修
・
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

製
な
ど

 
 

３
０
９
万
円

○
消
防
団
備
品
配
備 

 

４
７
７
万
円

 
 

 

（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
・
踏
抜
き
防
止
中
敷
な
ど
）

○
新
規
ト
マ
ト
研
修
施
設
整
備

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
２
９
万
円

○
林
道

五
反
田
線
舗
装
工
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
０
０
１
万
円

○
漢
字
・
英
語
検
定
補
助

４
０
万
円

○
豊
松
小
学
校
校
舎
改
修
・
Ｇ
Ｒ
整
備

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
２
０
０
万
円

○
町
立
体
育
館
改
修

４
５
７
０
万
円

 
 

 

（
旧
油
木
中
体
育
館
屋
内
Ｇ
Ｒ

化
、
油
木
体
育
館
音
響
反
射
板
）

○
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
指
定

管
理
委
託 

 

２
１
５
３
万
円

○
神
石
牛
増
頭
支
援
融
資
補
助

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
３
２
万
円

○
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援

 
 

 

＊
旧
自
治
振
興
会
運
営
分

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
０
８
０
万
円

 
 

 

＊
新
規
自
由
分

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
０
０
０
万
円

（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 20 9137 職員人件費

総務費 10356 19億5459

旧油木小校舎・寄宿舎など解体▲1,058、源流の里維持再生▲1,908
地方創成加速化交付金事業（包括的移住支援、協働支援センター支援委託など）
7,064、情報ｾｷｭﾘﾃｨ強化対策（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ分離ｼｽﾃﾑ構築、USB購入）1,158

民生費 2982 18億5542
年金生活者臨時福祉給付事業6,718、後期高齢者会計繰出し▲3,440、放課後児
童▲280、児童扶養手当▲280、保育所運営▲618

衛生費 -▲3049 10億6709
医療従事者貸付金▲480、看護師就職支度金貸与▲750、成人保健▲424、病院
事業会計補助▲2,005、簡易水道会計繰出し547

農林水産費 -▲8232 8億9547
中山間直接支払い▲1,870、担い手経営ﾁｬﾚﾝｼﾞ▲1,982、農村地域防災減災▲
1,007、林業再構築ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ▲1,202

商工費 -▲800 1億9241
雇用促進奨励助成▲160、職員人件費▲191、商工観光施設管理▲154、観光団
体育成▲181

土木費 -▲8685 6億1808 町道宇賀線・日の郷線・上下高蓋線▲8,063、単独町道整備▲329

消防費 -▲1307 4億8506 常備消防▲167、非常備消防▲200、消防設備▲844

教育費 161 7億6163
小・中・高校教育支援515、小学校校舎施設管理（豊松小）▲594、小学校校舎耐
震改修（7施設13棟）▲121

災害復旧費 -▲1317 4423 現年発生道路橋りょう▲901、現年発生農地・農業用施設▲415

公債費 -▲881 14億5046 長期債元金償還79、長期債利子償還▲961

諸支出金 4億0642 11億5949 財政調整基金積立4億638、かがやきネット・協働のまちづくり基金積立4

予備費 4000

合　計 2億9890 106億1530

　　　　平成２８年３月一般会計補正予算（Ｈ２７年度３月分）



「
地
方
公
会
計
制
度
」
の
導
入

木
野
山
全
額
委
託
料
だ
が
財
政
課

は
拘
わ
ら
な
い
の
か
。

入
力
も
全
部
委
託
業
者
で
は
将

来
的
に
疑
問
が
湧
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

森
重
総
務
課
長
補
佐
新
基
準
財
務

諸
表
作
成
の
為
必
要
な
シ
ス
テ
ム

構
築
・
整
備
の
委
託
料
。

研
修
は
別
に
行
う
。

瀬
尾
行
財
政
係
長
入
力
作
業
は
業

者
委
託
だ
が
財
産
把
握
な
ど
業
者

判
断
が
不
可
能
な
も
の
は
町
職
員

が
係
わ
る
。
今
年
度
中
に
業
者
選

定
を
行
う
。

「
選
挙
制
度
」
の
変
更

木
野
山

１８
歳
以
上
ま
で
選
挙
権

が
拡
大
さ
れ
た
。

投
票
率
確
保
の
為
投
票
所
の
変

更
は
し
な
い
の
か
。

赤
木
総
務
課
長
補
佐
選
挙
管
理
委

員
会
で
検
討
中
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
へ
の
対
策

木
野
山
①
自
主
財
源
確
保
の
為
奨

励
措
置
の
拡
充
を
。

②
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
寄
付

は
出
来
る
の
か
。

③
町
は
５
％
の
手
数
料
を
控
除
し

て
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
る
。

補
助
金
の
使
途
に
つ
い
て
報
告

義
務
が
あ
る
が
処
理
は
。

小
坂
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
利
用
し

ふ
る
さ
と
産
品
の
広
報
を
行
い
産

品
の
拡
充
を
図
る
。

②
補
助
要
綱
を
変
更
す
れ
ば
可
能
。

③
あ
る
程
度
の
期
間
を
ま
と
め
て

報
告
頂
い
て
い
る
が
、
決
算
書
プ
ラ

ス
使
用
明
細
書
を
提
出
し
て
頂
く

よ
う
引
き
続
き
要
請
す
る
。

「
自
治
振
興
会
活
動
経
費
」

木
野
山
①
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
一
括
交
付
金
に
移
行
と
な
り
金

額
が
一
桁
違
う
ほ
ど
減
額
さ
れ
た
。

役
場
職
員
の
事
務
量
の
軽
減
に
繋

が
る
の
か
。

②
自
主
財
源
比
率
を
高
め
る
の
が

課
題
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

儲
け
を
し
て
も
い
い
の
か
。

小
坂
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①
長
い
目
で
見
る
と
軽
減
と
な
る

が
当
面
は
減
ら
な
い
。
セ
ン
タ
ー
の

活
動
形
態
は
１
年
で
は
確
定
し
な

い
と
思
う
。

②
い
つ
ま
で
も
役
場
の
補
助
金
に

頼
っ
て
も
ら
う
と
活
動
が
限
ら
れ

る
。住

民
対
象
の
活
動
な
の
で
公
序

良
俗
に
反
せ
ず
理
解
が
得
ら
れ
れ

ば
ド
ン
ド
ン
儲
け
て
頂
き
た
い
。

「
漢
字
検
定
補
助
」
の
意
義

木
野
山
新
規
に
漢
字
検
定
の
補
助

を
行
う
意
義
を
ど
う
啓
発
す
る

か
。

教
育
長
本
来
の
母
国
語
を
言
語
と

す
る
こ
と
の
意
義
を
高
め
る
事
を

目
的
と
し
て
い
る
。

国
語
力
が
無
い
と
教
科
の
理
解

が
進
ま
な
い
。

学
校
教
育
全
体
で
言
語
教
育
に

取
組
ん
で
い
る
。
漢
字
検
定
の
意
義

も
併
せ
て
周
知
す
る
よ
う
取
組
む
。

【
病
院
事
業
会
計
】

「
政
策
医
療
交
付
金
」

木
野
山
交
付
金
の
１
億
３
９
０
０

万
円
は

２７
年

２８
年
と
も
に
当
初

予
算
は
同
額
だ
が
、
変
更
は
な
い
の

か
。

内
籐
病
院
事
業
局
長
平
成

２７
年
度

の
決
算
見
込
み
で
７
５
０
０
万
円

の
不
足
が
生
じ
た
。

２８
年
度
の
補

正
予
算
で
不
足
分
を
提
案
し
交
付

す
る
予
定
で
す
。

条
例
改
正
の
主
な
も
の

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

＊
措
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

５
年
間
の
延
長
（
Ｈ

２８
年
度
～

Ｈ

３２
年
度
）

○
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
「
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
規

定
し
た
。
（

２０
条
～

２５
条
）

○
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

の
制
定
（
目
的
・
基
本
理
念
・
町

民
と
町
の
役
割
・
支
援
セ
ン
タ
ー

要
件
・
計
画
策
定
・
交
付
金
制

度
・
報
告
・
連
携
な
ど
）

○
国
民
健
康
保
険
均
等
割
額
の
変
更

 
 

 

（
１
万
６
千
円
→
２
万
円
）

○
仙
養
ヶ
原
森
林
公
園
に
仙
養
ヶ
原
芸

術
村
を
統
合
し
、
公
園
内
で
の
各

種
行
為
は
町
長
の
許
可
が
必
要

と
し
た
。

○
工
場
等
設
置
奨
励
条
例
の
変
更

 
 

 

固
定
資
産
税
の
免
除
規
定
で

 
 

 

＊
１
回
限
り
・
固
定
資
産
の
課
税

標
準
額
１
千
万
円
以
上
・
従
業
員

１０
人
以
上
の
条
件
を
削
除

 
 

 

＊
投
下
固
定
資
産
額
５
百
万
円

以
上
と
し
た
。

○
ス
コ
ラ
高
原
設
置
管
理
条
例
の
中
で

「
キ
ャ
ン
プ
場
」「
や
ま
び
こ
荘
」

を
廃
止
し
た
。
今
後
、
キ
ャ
ン
プ

場
は
ド
ッ
グ
ラ
ン
と
な
る
予
定

で
す
。

28.3.20 消防団春季訓練



  

木
野
山
本
年
度
予
算
は
集
大

成
の
予
算
と
い
わ
れ
る
が
、

①
今
ま
で
町
政
運
営
に
取
組

ん
だ
成
果
と
課
題
。
目
標
は
。

②
町
の
今
後
の
見
通
し
は
。

③
長
期
的
な
戦
略
は
。

町
長

①
「
成
果
」
は
、

○
債
務
の
解
消
。
２
１
２
億
円

を
１
３
１
億
円
に
。

○
基
金
積
立
の
増
。
基
金
総
額

は
１
１
１
億
円
に
。

○
健
全
化
比
率
の
改
善
。
実
質

公
債
費
比
率
を

２１
．
９
％
か
ら

９
％
台
に
。

「
課
題
」
は
、

○
交
付
税
依
存
体
質
（

５０
％
以

上
）
の
改
善
。

○
財
政
力
指
数
（

２０
％
程
度
）

の
改
善
。

○
自
主
財
源
確
保
が
最
重
要

課
題
。

「
目
標
」
は
、

○
課
題
解
消
へ
向
け
て
の
継

続
的
な
取
組
、

○
新
町
建
設
計
画
に
基
づ
く

計
画
的
事
業
実
施
、

○
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た

取
組
の
強
化
、

○
債
務
に
見
合
っ
た
歳
出
に

よ
る
予
算
組
実
施
。

②
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
財
政
的
に
も

更
に
厳
し
さ
が
増
す
。

必
要
な
「
施
策
」
は
、

○
子
育
て
支
援
の
充
実
、

○
農
業
・
畜
産
及
び
商
工
業
の

振
興
、

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、

○
第
２
定
住
団
地
の
整
備
。

③
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
実
現
。

木
野
山
自
主
財
源
確
保
対
策

は
。
税
収
確
保
、
寄
付
金
、
基

金
運
用
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
。

町
長
経
済
力
を
上
げ
る
に
は

産
業
の
活
性
化
だ
。
農
林
業
・

畜
産
と
商
工
業
、
観
光
に
力
を

入
れ
町
の
総
合
力
、
行
政
力
、

財
政
力
を
積
上
げ
て
い
く
。

自
主
財
源
増
へ
の
強
い
意

志
が
必
要
だ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
ふ
る
さ

と
産
品
に
力
を
入
れ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
等
で
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
。
商
工
会
か
ら
も
提
案
さ

れ
て
い
る
の
で
本
年
度
中
に

取
組
む
。

会
計
課
長
総
額
１
１
１
億
円

を
積
立
て
る
。
う
ち
定
期
預
金

が

６３
億
円
、
国
債
、
地
方
公
共

団
体
債
を
今
年
度
末
で

２０
億

円
と
す
る
。

２７
年
度
の
基
金
の
運
用
益

は
利
息
を
加
え
て
３
０
０
０

万
円
と
な
る
予
定
。

リ
ス
ク
を
伴
う
が
総
務
課

財
政
係
と
連
携
し
な
が
ら
少

し
で
も
多
く
の
自
主
財
源
確

保
に
努
め
た
い
。

木
野
山
行
政
改
革
で
心
残
り

は
無
い
か
。
例
え
ば
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
。

町
長
執
行
部
も
議
会
も
危
機

感
を
も
っ
て
行
政
に
携
わ
っ

て
頂
き
た
い
。

木
野
山
長
い
目
で
見
る
と
精

神
的
な
活
性
化
、
地
域
に
誇
り

を
持
つ
、
自
分
の
住
む
町
を
愛

す
る
心
を
持
つ
事
が
大
事
だ
。

教
育
目
標
に
「
郷
土
の
歴

史
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
と
愛

情
を
持
ち
～
果
敢
に
挑
戦
～
」

と
あ
る
が
ど
う
取
組
む
の
か
。

教
育
長
自
分
た
ち
の
生
活
地

域
が
誇
れ
る
地
域
で
あ
る
事

を
知
る
為
に
、
郷
土
の
歴
史
は

道
徳
教
育
地
域
教
材
に
基
づ

き
、
伝
統
文
化
は
神
楽
や
伝
統

的
な
遊
び
な
ど
を
地
域
の
方

を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
チ
ャ
ー
と
し

て
招
き
、
学
習
し
て
い
る
。

教
職
員
も
其
々
資
料
に
基

づ
き
研
究
・
工
夫
し
指
導
体
制

を
執
っ
て
い
る
。

木
野
山
こ
う
い
っ
た
「
こ
こ

ろ
」
の
醸
成
は
日
本
を
大
事
に

思
い
、
日
本
の
国
語
・
母
国
語

を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
や
歴

史
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
す
る

気
持
ち
に
繋
が
る
。

し
っ
か
り
と
取
組
ん
で
頂

き
た
い
。

牧
野
町
長
は
今
期
限
り
で
引
退
を
表
明
さ
れ
た
。

「
本
年
度
の
予
算
は
合
併
後

１２
年
目
と
な
り
私
と
し
て
は

集
大
成
の
予
算
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
各

種
事
業
の
課
題
や
成
果
を
分
析
し
、
切
れ
目
な
く
引
継
ぐ
事

が
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
」
と
の
こ
と
。

地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
体
質
強
化
を
目
指
し
合
併
し
た
。

確
か
に
借
金
体
質
は
解
消
し
つ
つ
あ
る
が
、
１
０
０
％
補
助

事
業
は
あ
り
得
ず
事
業
遂
行
に
は
自
主
財
源
が
欠
か
せ
な
い
。

あ
え
て
そ
の
対
策
を
問
い
ま
し
た
。

長
期
的
に
は
ど
う
考
え
る
か
。

こ
の
ま
ち
を
誇
り
に
思
い
、
好
き
に
な
る
事
で
は
。

28.3.25 どんぐり幼稚園「卒園式」


